
        新版 職長・安全衛生責任者教育テキスト   №135943 

―建災防方式 健康 KY と無記名ストレスチェックを取り入れた― 

＜新旧対照表＞ 新版改訂初版 令和 6 年 1 月 9 日 

【補足事項】※「旧版」から「新版」への文章の修正・追加・削除部分は、下線部を参照してください。 

※様式の記入例の日付けについては、年は削除又は〇としました。 

※誤字・脱字及び奥付等の軽微な修正は割愛します。 

新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日）（No.135942） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

[用語の統一] 

元方事業者（安衛法上の表記を除く） 元請 

関係請負人（安衛法上の表記を除く）/専門工事業者/下請

事業者/下請業者/下請/再下請業者/協力業者 

協力会社 

作業現場/建設現場/現場/建設作業所 作業所 

作業現場所長/現場所長（元請の所長の意味） 作業所長 

元請職員/元請の職員 元請社員 

ヒヤリ・ハット ヒヤリハット 

各様式 

1 

 

新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

2 下から

2 行目 

３泊４日（33 時間 25 分） 

（右記下線部を追加） 

2 下から

2 行目 

３泊４日又は４泊５日（33 時間 25 分） 

3 標準モ

デル

（例） 

（赤枠を修正） 3 標準モ

デル

（例） 

 

  

①−1 上から

7 行目 

 ①−1 上から

7 行目 

 

しかしながら、建設工事では、元方事業者（元請）の一つの

作業所（現場）において、複数の下請事業者の労働者が「混在」

して作業を行うことになり、この「混在作業」から生ずる労働

災害を防止するための安全衛生管理を「統括管理」という。 

 

 

(下線部を修正) 

しかしながら、建設工事では、元方事業者（以下、本書では

安衛法上の記述を除き「元請」という。）の一つの作業所（現場）

（以下、本書では「作業所」という。）において、複数の関係請

負人（以下、本書では安衛法上の記述を除き、「協力会社」とい

う。）の労働者が「混在」して作業を行うことになり、この「混

在作業」から生ずる労働災害を防止するための安全衛生管理を

「統括管理」という。 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

①−1 上から

15 行

目 

 ①−1 上から

17 行

目 

 

この混在する作業所を「統括管理」するために元請事業者が

「統括安全衛生責任者」を選任した場合、関係請負人は安全衛

生責任者を選任し、省令※２で定める職務を遂行させることとな

っている。 

また、小規模現場では、法令上、統括安全衛生責任者、店社

安全衛生管理者等の選任の義務はないが、小規模現場において

も、「統括管理」は行わなければならない。この場合、関係請負

人は、安全衛生責任者に準じた安全衛生を担当する者を配置す

ることとなる。 

(下線部を修正) 

この混在する作業所を「統括管理」するために元請（建設業

の場合は「特定元方事業者」という。）が「統括安全衛生責任者」

を選任した場合、協力会社は安全衛生責任者を選任し、省令※２

で定める職務を遂行させることとなっている。 

また、小規模作業所では、法令上、統括安全衛生責任者、店

社安全衛生管理者等の選任の義務はないが、小規模作業所にお

いても、「統括管理」は行わなければならない。この場合も多く

の作業所では、統括安全衛生責任者等を選任する必要のある規

模の作業所と同様に、安全衛生責任者を配置している。 

①−2 作業所

の安全

衛生管

理体制 

（赤枠を修正） ①−2 作業所

の安全

衛生管

理体制 

 

  

①−3 上から

7 行目 

重層下請関係が多いため、 

（下線部を修正) 

①−3 上から

7 行目 

重層協力会社が多いため 

①−5 下から

2 行目 

果たすことを法で定めている。 

（上記下線部を削除） 

①−5 下から

2 行目 

果たすことを定めている。 

①−9 下から

2 行目 

 （右頁の全建統一様式（改訂４版）参考

様式第３号「平成27年度（27年4月～ 28年

3月）安全衛生計画書」の記載例を参照） 

（下線部を修正) 

①−9 下から

1 行目 

 （右頁の全建統一様式参考様式第３号

「安全衛生計画書」の記載例を参照） 

①−11 上から

17 行

目 

⑧ 自社で過去に発生した災害とその発生

要因 

（右記下線部を追加） 

①−11 上から

17 行

目 

⑧ 自社で過去に発生した災害とその発生

要因と対策 

①−11 下から

2 行目 
 （右頁の全建統一様式（改訂４版）全建

統一様式第６号「工事安全衛生計画書」の

記載例を参照） 

（上記下線部を削除） 

①−11 下から

1 行目 
 （右頁の全建統一様式全建統一様式第６

号「工事安全衛生計画書」の記載例を参

照） 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

①−12 全建統

一様式

第６号 

（赤枠を修正） ①−12 全建統

一様式

第６号 

 

 

 

①−16 下から

7 行目 

（安全衛生責任者、職長は、必ずこの教育

に同席する。） 

（下線部を修正） 

①−16 下から

7 行目 

（職長・安全衛生責任者は、必ずこの教育

に同席する。） 

①−16 下から

6 行目 

⑤ 喫煙は、指定された場所で行わせる。 

（下線部を修正） 

①−16 下から

6 行目 

⑤ 指定された場所で喫煙する。 

①−19 上から

11 行

目以降 

また、作業員の健康状態の乱れが作業ミ

スや不安全行動につながることから、これ

を防ぐために、職長・安全衛生責任者自身

が作業開始前に、作業員の健康状態をチェ

ックし、作業上の適切な判断を下すことが

大切であり、同時に職長・安全衛生責任者

や作業員同士で相互の健康状態を観察し合

うことも大切である。 

（下線部を修正） 

①−20 上から

11 行

目以降 

また、作業員の健康状態の乱れが作業ミ

スや不安全行動につながることから、これ

を防ぐために、職長・安全衛生責任者自身

が作業開始前の安全ミーティングで、健康

ＫＹを行い、作業員の健康状態を確認し、

作業上の適切な判断を下すと同時に職長・

安全衛生責任者や作業員同士で相互の健康

状態を観察し合うことも大切である。（詳

細は、④−14「健康ＫＹの進め方」を参照） 

①−19 下から

10行目 

（右頁の「一般健康診断」を参照） ①−20 下から

11行目 

（次頁の「一般健康診断」、「特定業務従

事者の健康診断」及び「就業時、定期、離

職時の健康診断」を参照） 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

①−20  （赤枠を修正） ①−21   

 
 

②−2 下から

4 行目 

五感全体の 7 割程度、 ②−2 下から

4 行目 

五感全体の 8 割程度、 

②−3 上から

13 行

目 

一回に一つの事を教えていくと、理解や習

得が容易になり、また、的確に教えること

ができる。 

②−3 上から

13 行

目 

一回に一つずつの事を教えていくと、理解

や習得が容易になり、また、的確に教える

ことができる。 

②−3 下から

8 行目 

なぜ、それが急所なのか、その理由（わけ）

を良く飲み込ませないとすぐ忘れてしま

う。 

②−3 下から

8 行目 

なぜ、それが急所なのか、その理由（わけ）

を良く理解させないとすぐ忘れてしまう。 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

②−8 作業所

におけ

る新規

入場者

教育 

（矢印の位置を修正） ②−8 作業所

におけ

る新規

入場者

教育 

 

  
③−1 上から

6 行目 

の次行 

（右記、下線部を追加） ③−1 上から

7 行目 

 （右頁の「危険性又は有害性等調査等の

目的」を参照） 

③−1 最終行 

の次行 

（右記、下線部を追加） ③−1 最終行  （右頁の「店社及び作業所のリスクアセ

スメントの体系図」及び「店社及び作業所

で行うリスクアセスメント」を参照） 

③−2 店社及

び作業

所のリ

スクア

セスメ

ントの

体系図 

（赤枠を修正） ③−2 店社及

び作業

所のリ

スクア

セスメ

ントの

体系図 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

③−6 建設業

のリス

クアセ

スメン

ト 5 つ

のステ

ップ 

（赤枠を修正） ③−6 建設業

のリス

クアセ

スメン

ト 5 つ

のステ

ップ 

 

  

③−9 【参考】 （赤枠を削除） ③−9 【参考】  

  

③−11 上から

2 行目 

有害性を見積る。 ③−11 上から

2 行目 

有害性を見積もる。 

③−11 下から

8 行目 

方式です。 ③−11 下から

8 行目 

方式である。 

③−11 下から

4 行目 

６点と見積る。 ③−11 下から

4 行目 

６点と見積もる。 

③−13 下から

8 行目

の次行 

（右記、下線部を追加） ③−13 下から

8 行目 

 （右頁の「RAの結果を作業打合せ書に

反映した例」を参照） 

③−14 RA の

結果を

作業打

合せ書

に反映

した例 

（赤枠を修正） ③−14 RAの

結果を

作業打

合せ書

に反映

した例 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

③−16 コスモ

スガイ

ドライ

ンの基

本的事

項 

（赤枠を修正） ③−16 コスモ

スガイ

ドライ

ンの基

本的事

項 

 

  

③−21 第 4 段

階 
（赤枠を修正） ③−21 第 4 段

階 
 

  

③−22 ４段階

法によ

る作業

手順書

の作り

方 

（右記赤枠を追加） ③−22 ４段階

法によ

る作業

手順書

の作り

方 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

③−23 作業手

順書 

（赤枠を修正） ③−23 作業手

順書 
 

  

③−24 掘削工

事 

作業手

順書

（例） 

（赤枠を修正） ③−24 掘削工

事 

作業手

順書

（例） 

 

  



 

9 

 

新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

③−31 上から

3 行目 

 作業員の適正配置とは、施工工程におい

て「安全に、適正な工期、適正な価格、で

き栄えよく」作り上げるため、作業内容に

適合する作業員を配置することである。 

 これまで、建設業における適正配置とい

えば、「法定資格の有無」を最優先に検討

したが、本来の適正配置とは、作業内容に

適合する知識・技能・態度等を有する作業

員を配置し、安全で早く、安く、でき栄え

良く作業をすることである。 

③−31 上から

3 行目 

 これまで、建設業における適正配置とい

えば、「法定資格の有無」を最優先に検討

したが、本来の作業員の適正配置とは、作

業内容に適合する知識・技能・態度等を有

する作業員を配置し、「安全に、適正な工

期、適正な価格、でき栄えよく」作り上げ

るために、作業内容に適合する作業員を配

置することである。 

③−31 下から

7 行目 

 そこで、建設作業員の雇用にあたって

は、 

③−31 下から

7 行目 

 そこで、作業員の雇用にあたっては、 

③−35 下から

9 行目 

 現場施工で使用する機械・設備等のリス

クアセスメントを実施した結果、 

③−35 下から

9 行目 

作業所で使用する機械・設備等のリスク

アセスメントを実施した結果、 

③−39 下から

12 行目 

ステップ２−③ リスクを見積り優先度を

決定する。 

③−39 下から

12 行目 

ステップ２−③ リスクを見積もり、優先

度を決定する。 

③−39 下から

11 行目 

機械・設備等による、労働災害の「重篤

度」と「可能性の度合」でリスクを見積

り、優先度を決定する。 

③−39 下 か ら

11 行目 

機械・設備等による、労働災害の「重篤

度」と「可能性の度合」でリスクを見積も

り、優先度を決定する。 

③−40 機械・

設備等

のリス

クアセ

スメン

ト（例） 

（赤枠を修正） 

 

③−40 機械・

設備等

のリス

クアセ

スメン

ト（例） 

 

③−40 機械・

設備等

のリス

クアセ

スメン

ト（例） 

（赤枠を修正） 

 

③−40 機械・

設備等

のリス

クアセ

スメン

ト（例） 

 

 

③−42 ４段階

法によ

る作業

方法の

改善の

進め方 

（赤枠を修正） ③−42 ４段階

法によ

る作業

方法の

改善の

進め方 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

③−42 ４段階

法によ

る作業

方法の

改善の

進め方 

（赤枠を修正） 

 

③−42 ４段階

法によ

る作業

方法の

改善の

進め方 

 

 

④−2 毎日、

毎週、

毎月の

「安全

施工サ

イ ク

ル」（基

本形） 

（赤枠及び赤線を修正） ④−2 毎日、

毎週、

毎月の

「安全

施工サ

イ ク

ル」（基

本形） 

 

  

④−3 上から

11 行目 

② 作業指示及び安全ミーティング（作業

員の適正配置） 

（右記、下線部を追加） 

④−3 上から

11 行目 

② 健康ＫＹ、作業指示及び安全ミーティ

ング（作業員の適正配置） 

④−3 下から

9 行目 

持ち場の後片づけ（整理・整頓・清掃・清

潔（４Ｓ）の徹底） 

（下線部を修正) 

④−3 下から

9 行目 

持ち場の後片付け（整理・整頓・清掃・清

潔（４Ｓ）の徹底） 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

④−4 毎日の

安全施

工サイ

クルの

主な実

施事項

（例） 

（赤枠を修正） ④−4 毎日の

安全施

工サイ

クルの

主な実

施事項

（例） 

 

 

 

④−7 上から

3 行目 

① 自分の時間から作業にとりかかる前の

切り替えの心がまえをつくる。 

④−7 上から

3 行目 

① 自分の時間から作業にとりかかる心が

まえをつくる。 

④−7 下から

2 行目

の次行 

（⑧を追加） ④−7 下から

3 行目 

⑧ より働きやすい職場環境へ改善するた

めの一つの手法として、無記名ストレスチ

ェックを工期内に複数回、当日作業所に従

事する元請社員、作業員等全員に実施する。 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

④−8 安全朝

礼実施

概略フ

ロー図

（例） 

（赤枠を修正） ④−8 安全朝

礼実施

概略フ

ロー図

（例） 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

④−8 の次頁 （新規2頁追加） ④−9 新規ペ

ージ 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

   ④−10 新規ペ

ージ 

 

 

 

④−11 上から

3 行目 

① グループ全員を参加させる（再下請業

者・他職種も参加させる）。 

（下線部を修正） 

④−13 上から

3 行目 

① グループ全員を参加させる（数次にわ

たる関係協力会社の作業員も参加させ

る。）。 

④−11 上から

4 行目 

② 服装、体調などをチェックする。 

 

④−13 上から

4 行目 

② 服装をチェックするとともに、健康Ｋ

Ｙ*1によって作業員の体調などを確認す

る。（右頁の「健康ＫＹの進め方」を参

照） 

④−11 上から

5 行目 

③ その日の人員配置、作業予定を指示

し、グループ責任者を指名し、確認する

（前日の安全工程打合せ結果による作業指

示書をもとに計画する。）。 

④−13 上から

6 行目 

③ 健康ＫＹの結果を考慮し、その日の人

員配置、作業予定を指示し、グループ責任

者を指名し、確認する（前日の安全工程打

合せ結果による作業指示書をもとに計画す

る。）。 

④−11 最終行

の次行 

（右記に赤枠を追加） ④−13 下から

3 行目 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

④−12 表「５

W1Hに

よる作

業指示

の内容

の上」 

（赤枠を追加） ④−14 健康

KY の

進め方 

 

 

 

④−15 ３ 危

険予知

活動の

手法と

特徴 

（赤枠を修正） ④−17 ３ 危

険予知

活動の

手法と

特徴 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

④−16 基礎４

ラウン

ド法の

進め方 

（赤枠を修正） ④−18 基礎４

ラウン

ド法の

進め方 

 

  

④−17 下から

3 行目 

作業員が現地で行う、 

（下線部を修正） 

④−19 下から

3 行目 

作業員が作業場所で行う、 

④−19 上から

3 行目 

職長・安全衛生責任者は、実施した危険予

知活動を日報に記録し、元請に提出する。 

 また、危険予知活動日報は、元請が指定

するものがある場合はそれを使用し、元請

にない場合は、自社で作成したものを使用

する。 

 危険予知活動日報には、リスクアセスメ

ント手法の危険性又は有害性等を特定し、

見積り・優先度を組み込んで記録する方法

例として、右頁の「危険予知活動日報（例）」

（参考例）がある。 

（下線部を修正） 

④−21 上から

3 行目 

職長・安全衛生責任者は、危険予知活動日

報を元請が指定するものがある場合はそれ

を使用し、元請にない場合は、自社で作成

したものを使用する。 

※右頁の「危険予知活動日報（例）」（参

考例）を参照。 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

④−20 危険予

知活動

日報

（例） 

（赤枠を修正） ④−22 現地

KY 表

（KY

ボード

例） 

 

 

 

④−21 〔現地

ＫＹ活

動の一

例〕 

（赤枠、下線部を修正） ④−23 〔現地

ＫＹ活

動の一

例〕 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

④−23 建設業

におけ

る労働

安全衛

生法令

の作業

開始前

点検等

一 覧

（ 参

考） 

（赤枠を修正） ④−25 建設業

におけ

る労働

安全衛

生法令

の作業

開始前

点検等

一 覧

（ 参

考） 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

④−24 建設業

におけ

る労働

安全衛

生法令

の作業

開始前

点検等

一 覧

（ 参

考） 

（赤枠を修正） ④−26 建設業

におけ

る労働

安全衛

生法令

の作業

開始前

点検等

一 覧

（ 参

考） 

 

  

④−25 下から

20 行

目 

機械設備の配置、取りつけ状態、変形、亀

裂、損傷、汚損、油漏れ、ボルト緩み、異

常音などの有無を目視、触手、聴覚などに

より確認する。また、軽く叩いて音（正常

音・異常音）を確めると良い。 

（下線部を修正） 

④−27 下から

20 行

目 

機械設備の配置、取付け状態、変形、亀裂、

損傷、汚損、油漏れ、ボルト緩み、異常音な

どの有無を目視、触手、聴覚などにより確

認する。また、軽く叩いて音（正常音・異常

音）を確めると良い。 

④−26 〈悪天

候と

は〉 

（赤枠を修正） ④−28 〈悪天

候と

は〉 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

④−26 下から

3 行目 

５ 機械持込み時の点検 

作業所に機械を持ち込むときには、必ず自

主点検を行い、点検表を元請に提出する。 

（下線部を修正） 

④−28 下から

3 行目 

５ 機械持込時の点検 

作業所に機械を持込むときには、必ず自主

点検を行い、点検表を元請に提出する。 

④−27 上から

１行目 

３ 持ち込み機械等の措置 

（下線部を修正） 

④−29 上から

１行目 

３ 持込機械等の措置 

④−27 上から

3 行目 

作業所に機械を持ち込むときの点検・整備

及びマニュアル等の確認が大切である。 

（下線部を修正） 

④−29 上から

3 行目 

作業所に機械を持込むときの点検・整備及

びマニュアル等の確認が大切である。 

④−27 上から

8 行目 

元請は、作業所の安全管理を徹底させるた

め、協力会社（二次以下の再協力会社含む。）

が持ち込む機械等について届出をするよう

指導している。 

（下線部を修正） 

④−29 上から

8 行目 

元請は、作業所の安全管理を徹底させるた

め、協力会社（二次以下の再協力会社含む。）

が持込む機械等について届出をするよう指

導している。 

④−27 上から

9 行目 

その手続きとしては「持込機械等使用届」

に「持込時の点検表」及び「持込み機械の

マニュアル」等を添付し、届け出ることが

一般的である。 

（下線部を修正） 

④−29 上から

9 行目 

その手続きとしては「持込機械等使用届」

に「持込時の点検表」及び「持込機械のマ

ニュアル」等を添付し、届け出ることが一

般的である。 

④−27 下から

8 行目 

（3）持込み機械を作業所内で組立て又は

解体する時の措置 

（下線部を修正） 

④−29 下から

8 行目 

（3）持込機械を作業所内で組立て又は解

体する時の措置 

④−30 作業中

におけ

る効果

的な指

導方法 

（赤枠を修正） ④−32 作業中

におけ

る効果

的な指

導方法 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

④−34 職長・

安全衛

生責任

者と作

業員と

の良い

人間関

係づく

りの 4

原則 

（赤枠を修正） ④−36 職長

（安全

衛生責

任者）

と作業

員との

良い人

間関係

づくり

の 4 原

則 

 

  
④−39 上から

5 行目 

② 一生懸命やっている姿や良いところを

見つけたら、作業所や作業員をほめる。 

（下線部を修正） 

④−41 上から

5 行目 

② 一生懸命やっている姿や良いところを

見つけたら、その場で作業員をほめる。 

④−41 下から

2 行目 

② 安全衛生パトロールの点検者の「正

常・異常の判断基準」、「法令や社内基

準」、「現場管理のルール」等に精通した

専門スタッフを同行させること。 

（下線部を修正） 

④−43 下から

2 行目 

② 安全衛生パトロールでの点検時は、

「正常・異常の判断基準」、「法令や社内

基準」、「作業所管理のルール」等に精通

した専門スタッフを同行させること。 

④−42 安全衛

生パト

ロール 

（赤枠を修正） ④−44 安全衛

生パト

ロール 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

④−46 作業間

連絡調

整（安

全工程

打合

せ）

（例） 

（赤枠を修正） ④−48 作業間

連絡調

整（安

全工程

打合

せ）

（例） 

 

  

④−59 下から

12 行

目 

⑥ 現場内の福利厚生施設の自主運営：駐

車場・休憩所・自動販売機・喫煙所・トイレ

等の保守管理等を行う。 

④−61 下から

12 行

目 

⑥ 作業所内の福利厚生施設の自主運営：

駐車場・休憩所・喫煙所・トイレ等の保守

管理等を行う。 

④−63 上から

11 行

目 

 産業廃棄物とは、廃棄物処理法により、

事業活動に伴い発生する廃棄物で、「自ら

利用できず、他人に有償売却できないため

に不要となった物」のことで、年間約４億

トン発生する。このうち建設廃棄物の年間

発生量は、7,700万トンである。 

④−65 上から

11 行

目 

 産業廃棄物とは、廃棄物処理法により、

事業活動に伴い発生する廃棄物で、「自ら

利用できず、他人に有償売却できないため

に不要となった物」のことで、近年では年

間約3億8,000万トン発生している。このう

ち建設廃棄物の年間発生量は、約8,000万ト

ンである。 

④−64 建設廃

棄物 

（赤枠を修正） ④−66 建設廃

棄物 
 

  

④−64 3R と

は 
（赤枠を追加） ④−66 3R（ス

リーア

ール）

とは 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

 ④−64 建設リ

サイク

ル法 

（赤枠を修正） ④−66 建設リ

サイク

ル法 

 

  

⑤−1 下から

13 行

目以降 

 しかし、人間が脳で受けとめた情報が正

しく提供・伝達されなかったときに、はじ

めて、さまざまな人間のミスやエラーが生

じることになる。その要因としては、気の

ゆるみ、錯誤、省略（手抜き）行為、憶測判

断、未熟練などの「内的要因」と不明瞭な作

業指示、作業条件の急変などの「外的要因」

がある。 

 人間のミスやエラーが直ちに災害に結び

つくわけではなく、それらを災害に結びつ

ける要因が周辺に多数存在している。これ

らの要因を把握し、なくすことが大切であ

る。 

 

 

 

 

⑤−1 下から

15 行

目以降 

 しかし、人間が脳で受けとめた情報が正

しく提供・伝達されなかったときに、はじ

めて、さまざまな人間のミスやエラーが生

じることになる。その要因としては、不明

瞭な作業指示、プレッシャーを与えるよう

な作業指示、作業条件の急変などの「外的

要因」（右頁「ミスや不注意を起こしやす

い環境側の条件」を参照）と気のゆるみ、

錯誤、省略（手抜き）行為、憶測判断、未熟

練、メンタヘルス不調などの「内的要因」

（右頁「ミスや不注意を生じさせやすい人

間側の状況」を参照）とがある。 

 こうした人間のミスやエラーが直ちに災

害に結びつくわけではなく、それらを災害

に結びつける要因が周辺に多数存在してい

る。これらの要因を把握し、なくすことが

大切である。 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

⑤−2 ミスや

不注意

を生じ

させや

すい人

間側の

状況 

（赤枠を修正） ⑤−2 ミスや

不注意

を生じ

させや

すい人

間側の

状況 

 

  
⑤−3 下から

4 行目

以降 

このため、自分勝手な主観的観測による

不安全行動を防止する習慣化が必要であ

る。 

 このように、不完全な人間の心にある行

動特性（ヒューマンファクター）を的確に

とらえて「ミスやエラー」をしないように

危険を予知する活動（ＫＹ活動）が、安全に

おけるＯＪＴの最も重要な課題の一つであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤−3 下から

13 行

目以降 

このほか、例えば、ついうっかりといっ

た不安全行動が招く事故・災害の背景には、

少なからず不眠・疲労等の因子が関連して

いるケースがある。慢性的な睡眠不足や高

ストレスの状態が続くと、体内のホルモン

バランスが崩れ、脳血流が低下し、認知機

能に影響を与えることが知られている。 

 （右頁の「不眠・疲労と事故・災害との関

連」を参照） 

 このため、うつ病の原因となるストレス

や睡眠不足の解消は、健康管理だけでなく、

安全管理上も重要であり、「不安全行動」

につながるリスクに対する予防的措置とし

てメンタルヘルス対策を講ずることによっ

て、事故・災害の未然防止につながると考

えられる。 

 このように、自分勝手な主観的観測や高

ストレスによる不安全行動を防止するた

め、習慣化が必要である。 

 不安全行動を防止するには、不完全な人

間の心にある行動特性（ヒューマンファク

ター）やメンタルヘルス不調を的確にとら

えて「ミスやエラー」をしないように危険

を予知する活動（ＫＹ活動）が、安全にお

けるＯＪＴの最も重要な課題の一つであ

る。 

⑤−4 （「不眠・疲労と事故・災害との関連」を追加） ⑤−4  
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

⑤−4

の次頁 
（右記、2頁を新規追加） ⑤−5 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤−6 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

⑤−5 上から

８行目

以降 

（赤下線を修正） ⑤−7 上から

9 行目

以降 

 

 

 

⑤−5 上から

19 行目 

（削除） 

 （右頁の「安全衛生活動の一例」を参照） 

 

⑤−5 下から

6 行目

以降 

（赤枠を修正） ⑤−7 下から

6 行目

以降 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

⑤−6 安全衛

生活動

の一例 

（右記に差し替え） ⑤−8 ヒヤリ

ハット

体験の

収集 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

⑤−6

の次頁 

（右記、2頁を新規追加） ⑤−9 

 

   

  ⑤−10 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

⑤−8 創意工

夫を引

き出す

方法 

（赤枠を修正） ⑤−12 創意工

夫を引

き出す

方法 

 

  
⑤−9 下から

7 行目 

（右頁の上図「創造力を発揮するために育

てたい６つの能力」に示す。） 

⑤−13 下から

17 行

目 

右頁の「創造力を発揮するために育てたい

６つの能力」に示す。 

⑤−9 下から

２行目

以降 

（赤枠を修正） ⑤−13 下から

12行目

以降 
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新版 3 版（令和 4 年 5 月 31 日） 新版 改訂初版（令和 6 年 1 月 9 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

⑤−10 上から

1 行目 

 

⑤−14 上から

1 行目 
 

⑤−10 下から

７行目

以降 

（削除） ⑤−14   

 

 

⑥−6 作業所

におけ

る労働

災害、

事故発

生時の

緊急通

報体制

の例 

（赤枠を修正） ⑥−6 作業所

におけ

る労働

災害、

事故発

生時の

緊急通

報体制

の例 

 

  

⑥−7 下から

5 行目 

③ 確認者（目撃者）の確保や災害発生現

場の保存に努める。 

（右記下線部を追加） 

⑥−7 下から

5 行目 

③ 確認者（目撃者）の確保や災害発生「現

場の保存」に努める。 

⑥−8 災害発

生時の

職長・

安全衛

生責任

者の心

がまえ 

（赤枠を修正） ⑥−8 災害発

生時の

職長・

安全衛

生責任

者の心

がまえ 

 

  

⑥−10 下から

11 行

目 

1. 現場の保存、証拠品の散逸防止に努め

ること。 

（右記下線部を追加） 

⑥−10 下から

11 行

目 

1. 「現場の保存」、「証拠品」の散逸防止に

努めること。 

⑥−13 下から

10 行

目以降 

災害分析のねらいは、発生した災害の事

実と背景から、問題点（危険性又は有害性）

を「災害発生の可能性の度合」「災害の重篤

度」から問題点及び災害原因を分析し、応

急対策及び恒久対策をたて、再び災害を起

こさないための標準化（一般化）を図るこ

とである。 

⑥−13 下から

10 行

目以降 

災害分析のねらいは、発生した災害の事

実と背景から、問題点（危険性又は有害性）

を「災害発生の可能性の度合（問題点の影

響の大小）」、「災害の重篤度（問題点の過

失の大小）」から問題点及び災害原因を分

析し、応急対策及び恒久対策をたて、再び

災害を起こさないための標準化を図ること

である。 
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頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

⑥−13 下から

3 行目

以降 

災害を検討し対策を立てるためには、個

別の検討、グループによる検討、全体討議

の順に進める。全員参加の過程が最も重要

である。このため、作業所、支店、本店の段

階的検討はもちろん、協力業者の参画が大

切である。 

⑥−13 下から

3 行目

以降 

作業所において災害が発生したときは、

災害原因を分析、検討し、対策を立てる。 

 そのため、作業所、支店、本店の段階的

検討が行われる。全員参加の過程が最も重

要であり、協力会社の参画が大切となる。 

⑥−14 災害発

生のメ

カニズ

ム 

（赤枠を追加） ⑥−14 災害発

生のメ

カニズ

ム 

 

  

⑥−15 下から

4 行目 

・ 第３段階（災害の可能性の度合い及び

災害の重篤度から、災害の根本的問題点を

決定） 

⑥−15 下から

4 行目 

・ 第３段階（災害発生の可能性の度合（問

題点の影響の大小）及び災害の重篤度（問

題点の過失の大小）から、災害の根本的問

題点を決定） 

⑥−17 事実の

確認の

要素 

（赤枠の位置を修正） ⑥−17 事実の

確認の

要素 

 

  

⑥−17 下から

6 行目 
人的欠陥、設備的欠陥、作業的欠陥、管理

的欠陥を洗い出し、4つの欠陥の関
かか

わりと、

問題点のうち、災害の中心となった「災害

の可能性の度合」「災害の重篤度」から元請

又は下請業者別に根本的問題点を決定す

る。 

⑥−17 下から

7 行目 
人的要因、設備的要因、作業的要因、管

理的要因を洗い出し、4つの要因の欠陥の関
かか

わりと問題点のうち、災害の中心となった

「災害発生の可能性の度合（問題点の影響

の大小）」「災害の重篤度（問題点の過失の

大小）」から元請又は協力会社別に根本的

問題点を決定する。 
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頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

⑥−17 下から

2 行目 

 対策は必要性・具体性・実行可能なもの

とし、はじめに当災害の防止対策を立て、

続いて同種（類似）災害防止のための対策

も併せて決定する。 

⑥−17 下から

2 行目 

 対策は必要性・具体性・実行可能なもの

とし、はじめに当災害の防止対策（同種災

害の防止）を立て、続いて同種（類似）災

害防止のための対策も併せて決定する。 

⑥−19 下から

13 行目 

次に打ち出された対策は、そのまま実施に

移されるのではなく、右頁の「対策実施上

の評価」が必要である。これらの評価が行

われないと、言葉や表現上は立派な対策も、

作業所では具体化できずにムダに終わって

しまう場合も少なくない。 

（右記下線部を追加） 

⑥−19 下から

13 行目 

次に打ち出された対策は、そのまま実施に

移されるのではなく、右頁の「対策実施上

の評価」（4項目）が必要である。これらの

評価が行われないと、言葉や表現上は立派

な対策も、作業所では具体化できずにムダ

に終わってしまう場合も少なくない。 

⑥−24 災害事

例研究

の手順

図（例） 

（赤枠を修正） ⑥−24 災害事

例研究

の手順

図（例） 

 

  
⑥−26 上から

2 行目 

平成  年  月  日 ⑥−26 上から

2 行目 

令和  年  月  日 

⑥−26 組織図

（監督

者と被

災者の

関係を

明記す

る） 

（赤枠を修正） ⑥−26 組織図

（監督

者と被

災者の

関係を

明記す

る） 
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頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

⑥−31 上から

11 行

目 

②  問題点ごとに、災害の中心となった

根本的問題点かどうかを可能性の度合と重

篤度で評価する。 

⑥−31 上から

11 行

目 

②  問題点ごとに、災害の中心となった

根本的問題点かどうかを可能性の度合（影

響の大小）と重篤度（過失の大小）で評価

する。 

⑥−32 （様式

−３） 

（赤枠を修正） ⑥−32 （様式

−３） 

 

  

 


